
一

、
ヘ
ル
リ
ン
大
学
医
学
部
は
一
般
に
シ
ャ
リ
テ
８
冨
鄙
展
）
と
略
称
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
意
は
「
慈
善
」
だ
が
、
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
語

で
は
、
こ
の
語
を
医
療
と
結
び
つ
け
て
用
い
る
こ
と
は
な
い
。
お
そ
ら
く
英
米
で
も
そ
う
だ
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
六
○
年
に
刊
行
さ
れ

た
『
シ
ャ
リ
テ
ニ
五
○
年
』
と
い
う
記
念
出
版
で
は
、
シ
ャ
リ
テ
本
来
の
敷
地
の
外
の
研
究
施
設
（
た
と
え
ば
「
医
史
学
研
究
所
」
や
「
医
学

微
生
物
学
お
よ
び
疫
学
研
究
所
」
）
も
す
べ
て
シ
ャ
リ
テ
に
包
括
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
シ
ャ
リ
テ
は
「
蕾
へ
ル
リ
ン
大
学
医
学
部
」
全
体
を
指

す
固
有
名
詞
で
あ
り
、
現
在
も
な
お
可
へ
ル
リ
ン
市
フ
ン
ポ
ル
ト
大
学
医
学
領
域
」
の
別
称
で
あ
る
。

シ
ャ
リ
テ
の
創
立
は
一
七
一
○
年
で
、
、
ヘ
ル
リ
ン
大
学
の
創
立
は
そ
の
百
年
後
（
一
八
一
○
）
で
あ
る
。
創
立
以
来
の
聴
講
者
名
簿
は
、
ウ

ン
タ
ー
・
デ
ン
・
リ
ン
デ
ン
街
の
大
学
文
書
館
（
ご
巳
ぐ
⑦
邑
愚
菌
閏
ｏ
ぽ
ぐ
）
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
日
本
人
で
観
覧
を
許
さ
れ
た
の
は
私
だ

ハ
ー
リ
ヒ
教
授
は
、
一
九
三
五
年
生
ま
れ
、
フ
ン
ポ
ル
ト
大
学
医
学
領
域
医
史
学
研
究
所
の
所
長
で
あ
る
。
演
題
は
「
ベ
ル
リ
ン
大
学
医
学

部
と
日
本
」
で
あ
る
が
、
講
演
原
稿
が
届
い
て
い
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
「
ベ
ル
リ
ン
大
学
医
学
部
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。

（
鹿
子
木
敏
範
）

特
別
講
演

ベ
ル
リ
ン
大
学
医
学
部
と
日
本

国
①
己
昌
ロ
９
．
夛
畠
①
昌
凰
冒
尉
９
局
甸
匙
内
宮
岸
勤
庁
冒
自
己
］
由
も
四
国

ゲ
オ
ル
ク
・
ハ
ー
リ
ヒ
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○
臨
床
施
設

け
で
あ
る
。
日
本
人
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
○
（
明
治
三
）
年
後
期
（
一
八
七
一
年
四
月
ま
で
）
に
は
じ
め
て
Ｓ
・
ア
オ
キ
（
青
木
周

蔵
・
法
科
）
と
と
も
に
、
Ｓ
・
Ｓ
・
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｏ
（
佐
藤
進
）
、
Ｓ
・
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
萩
原
三
圭
）
と
い
う
二
人
の
医
学
生
の
名
が
出

て
く
る
。
彼
ら
が
聴
講
し
た
七
二
年
前
期
の
医
学
部
教
授
陣
を
調
べ
て
み
る
と
、

正
教
授ユ

ン
グ
ケ
ン
、

フ
ィ
ル
ヒ
ョ
フ
、

Ａ
独
立
の
臨
床
研
究
所
ａ
外
科
・
眼
科
臨
床
研
究
所
所
長
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ゲ
ン
ベ
ッ
ク
ｂ
（
略
）
Ｃ
産
科
臨
床
研
究
所

Ｂ
シ
ャ
リ
テ
病
院
と
関
連
す
る
臨
床
研
究
所
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
が
調
べ
た
任
期
）

第
一
内
科
フ
レ
ー
リ
ヒ
ス
（
任
期
一
八
七
三
’
八
五
）
（
注
）
後
任
は
フ
ォ
ン
・
ラ
イ
デ
ン
（
一
八
八
五
’
一
九
○
八
）

第
二
内
科
ト
ラ
ウ
ベ
（
一
八
五
七
’
七
六
）
（
注
）
後
任
は
フ
ォ
ン
・
ラ
イ
デ
ン
（
一
八
七
六
’
八
五
）

外
科
バ
ル
デ
レ
ー
ベ
ン
（
一
八
六
八
’
九
五
）

眼
科
シ
ュ
ワ
イ
ガ
ー
（
一
八
七
一
’
一
九
○
○
）

婦
人
科
マ
ル
チ
ン
（
一
八
五
八
’
七
五
）
（
注
）
後
任
は
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
（
一
八
七
五
’
八
七
）

梅
毒
・
皮
膚
病
科
レ
ヴ
ィ
ン
（
一
八
六
三
’
九
六
）

小
児
病
科
エ
ー
ベ
ル
ト
（
助
教
授
、
一
八
四
九
’
七
二
）
（
注
）
後
任
は
ヘ
ノ
ッ
ホ
（
一
八
七
二
年
か
ら
助
教
授
、
正
教
授
一
八
八
六
Ｉ

所
長
マ
ル
チ
ン

九
三
ゞ

エ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
、
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ゲ
ン
ベ
ッ
ク
、
ラ
イ
ヒ
ェ
ル
ト
、
ロ
ン
ベ
ル
ク
、
マ
ル
チ
ン
、
バ
ル
デ
レ
ー
ベ
ン
、

フ
レ
ー
リ
ヒ
ス
、
デ
ュ
・
ボ
ア
・
レ
モ
ン
、
ヒ
ル
シ
ュ
、
ト
ウ
ラ
ベ
（
助
教
授
、
私
講
師
名
略
）

r･、
、白ノ
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精
神
科
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ル
（
一
八
六
八
’
九
○
）

○
解
剖
学
研
究
所
所
長
ラ
イ
ヒ
ェ
ル
ト
（
一
八
五
八
’
八
三
）
第
一
助
手
デ
ー
ニ
ッ

○
病
理
学
研
究
所
所
長
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
フ
（
一
八
五
六
’
一
九
○
二
）

○
生
理
学
研
究
所
所
長
デ
ュ
・
ボ
ア
・
レ
モ
ン
（
一
八
五
八
’
九
六
）

○
外
科
・
産
科
診
療
所
所
長
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ゲ
ン
ベ
ッ
ク

シ
語
ク
リ
ニ
ッ
ク

リ
ヒ
ス
の
死
（
一

部
門
を
第
二
内
科

が
二
つ
の
内
科
を

一
八
世
紀
ま
で

離
し
た
。
し
か
し

耳
鼻
科
は
、
耳
科
医
の
ル
ー
ッ
ェ
ー
が
正
式
に
大
学
の
耳
科
主
任
と
な
っ
た
の
は
一
八
八
一
年
で
あ
る
。
彼
は
篝
へ
ル
リ
ン
市
内
の
実
地
医
か

ら
六
三
年
に
教
授
資
格
を
得
た
。
市
立
病
院
の
耳
科
を
委
託
さ
れ
た
の
は
一
八
七
四
年
、
一
八
七
二
年
の
名
簿
に
は
助
教
授
と
し
て
名
が
あ
る

が
、
八
一
年
ま
で
独
立
の
診
療
科
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

第
一
内
科
（
目
①
号
昌
の
島
Ｎ
目
“
号
①
〆
冒
時
）
と
第
二
内
科
の
成
立
の
事
情
も
や
や
こ
し
い
。
一
七
八
五
年
に
ア
ル
テ
・
シ
ャ
リ
テ
（
一
七

八
五
’
一
八
○
二
に
建
っ
た
シ
ャ
リ
テ
旧
館
）
が
拡
張
さ
れ
た
と
き
、
内
科
は
一
科
だ
け
だ
っ
た
。
一
八
一
○
年
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
が
創
設
さ

れ
、
シ
ャ
リ
テ
が
大
学
の
教
育
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
旧
館
で
は
不
十
分
な
の
で
一
八
三
一
年
か
ら
三
五
年
ま
で
ノ
イ
エ
・
シ
ャ
リ
テ

（
新
館
）
の
新
築
が
行
わ
れ
た
。
当
時
シ
ャ
リ
テ
に
は
フ
レ
ー
リ
ヒ
ス
の
主
宰
す
る
ラ
テ
ン
語
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
、
ト
ラ
ウ
ベ
の
主
宰
す
る
ド
イ

と
が
あ
っ
た
。
ト
ラ
ウ
等
へ
の
死
（
一
八
七
六
）
後
、
フ
ォ
ン
・
ラ
イ
デ
ン
が
ド
イ
ツ
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
継
い
だ
が
、
プ
レ
ー

八
八
五
）
後
、
ラ
テ
ン
・
ク
リ
’
一
ツ
ク
へ
移
っ
て
主
任
と
な
っ
た
。
こ
の
交
代
以
来
、
ラ
テ
ン
部
門
を
第
一
内
科
、
ド
イ
ツ

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
佐
藤
進
、
池
田
謙
斉
ら
が
聴
講
し
た
一
八
七
三
年
以
後
は
、
フ
レ
ー
リ
ヒ
ス
と
ト
ラ
ウ
ベ

主
宰
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

外
科
は
、
眼
科
、
婦
人
科
、
性
病
科
を
包
括
し
て
い
た
。
一
七
七
○
年
ヘ
ン
ケ
ル
（
一
七
七
○
’
七
九
）
の
と
き
産
科
を
分

ル
ス
ト
（
一
八
二
一
’
四
○
）
も
、
後
任
の
ユ
ン
グ
ヶ
ン
（
一
八
四
○
’
六
八
）
も
外
科
と
眼
科
を
兼
ね
、
と
く
に
後
者
は

（
明
治
六
年
来
日
）
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眼
科
の
手
術
で
名
声
を
博
し
て
い
た
。
一
八
五
八
年
に
性
病
科
が
独
立
科
と
な
り
、
六
七
年
に
眼
科
が
独
立
し
た
あ
と
、
六
八
年
か
ら
外
科

は
フ
ォ
ン
・
バ
ル
デ
レ
ー
ベ
ン
（
一
八
六
八
’
七
五
）
が
主
宰
し
て
い
る
。

シ
ャ
リ
テ
の
眼
科
で
フ
ォ
ン
・
グ
レ
ー
フ
ェ
（
一
八
六
八
’
七
○
）
が
主
任
教
授
を
務
め
た
の
は
わ
ず
か
二
年
間
だ
っ
た
が
、
最
初
の
専
門

学
会
の
創
立
や
、
一
○
年
後
の
『
眼
科
学
ア
ル
ヒ
ー
フ
』
の
創
刊
は
彼
の
功
績
だ
と
い
う
。
そ
の
後
任
が
シ
ュ
ワ
イ
ガ
ー
（
一
八
七
一
’
一
九

○
○
）
で
、
留
学
生
は
こ
の
人
に
眼
科
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
外
科
と
眼
科
の
密
接
な
関
係
を
思
え
ば
、
ス
ク
リ
バ
の
下
で
外
科
を
学
ん
で

い
た
河
本
重
次
郎
が
、
眼
科
の
留
学
生
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
来
て
、
眼
科
の
初
代
教
授
に
な
っ
た
の
も
奇
と
す
る
に
足
り
な
い
。
ち
な
み
に
河

本
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
聴
講
申
し
込
桑
に
は
カ
ワ
モ
ト
・
シ
ゲ
ジ
ロ
ウ
と
書
い
て
い
る
。
片
山
国
嘉
も
日
本
の
人
名
辞
書
で
は
ク
｝
一
ヵ
で
あ
る

が
、
。
ヘ
ル
リ
ン
で
は
ク
ニ
ョ
シ
と
届
け
て
い
る
。

産
婦
人
科
で
は
マ
ル
チ
ン
（
一
八
五
八
’
七
四
）
の
後
継
者
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
（
一
八
七
五
’
八
七
）
の
大
学
婦
人
科
の
ほ
か
に
、
シ
ャ
リ

テ
の
産
科
・
婦
人
科
部
門
を
統
合
し
た
グ
ッ
セ
ロ
フ
（
一
八
七
八
’
一
九
○
四
）
の
第
二
婦
人
科
が
で
き
、
二
つ
の
科
は
学
問
の
面
で
も
激
し

少
く
、
垂
班
、
ｎ
ノ
今
ｐ
つ
み
Ｌ
Ｏ

い
○

と
も
か
く
シ
ャ
リ
テ
の
各
部
門
は
、
自
然
発
生
的
に
拡
大
・
分
化
し
て
き
た
の
で
、
整
然
た
る
体
制
に
な
っ
て
い
な
い
の
は
止
む
を
得
な

（
フ
ン
ポ
ル
ト
大
学
医
史
学
研
究
所
所
長
）

（
顕
２
９
畠
〕
夛
庁
島
国
旨
（
○
ぽ
四
国
扉
）
Ｑ
①
局
国
口
旨
５
○
］
島
‐
己
昌
ぐ
①
愚
倖
普
観
巨
国
①
昌
Ｐ
旨
い
胃
具
雷
忌
⑦
①
函
ｅ
巨
ｏ
胃
の
Ｑ
ｑ
》
言
の
島
Ｎ
旨
）
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